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ガードロープ 標識柱

ガードロープと標識柱を
すり抜け、崖下へ転落

走行車線を逸脱
（原因や車両速度は不明）

信号柱、街路灯に衝突した普通乗用車 衝突対象の信号柱、街路灯

左後輪

「後輪のスリップ痕」

右後輪

【事故の概要】
　20歳 男 性 運 転 者 が 60km/h 規 制 の 道 路 を
100km/h で走行中、縁石に接触後、車両のコ
ントロールを失い、道路左の信号柱と街路灯に

車両右側面から衝突し、運転者は頭部を信号柱
に衝突させ、死亡しました。
　この事故は街路灯、信号柱といった細長い工
作物に対して車両側面から衝突した事故で、本
文 7 ～ 8 ページで紹介したように致死率の高い
事故になります。
　写真からは車両側面が大破している状況がわ
かり、乗員の被害軽減には、車両側面の強化や
頭部を保護する対策が必要になります。

転落した普通乗用車 転落現場

横断歩道

速度超過
縁石に接触

側面から信号柱、
街路灯に衝突 車両スリップ

信号柱街路灯

【事故の概要】
　20歳代の男性運転者が山道を走行中、左カー
ブ地点で道路右に逸脱し、車両がガードロープ
支柱と標識柱の間をすり抜け崖下に転落し横転、

大破しました。運転者は胸部をステアリングに
衝突させており、死亡しました。
　 防護柵があれば転落による被害を防ぐことが
できたと考えられます。もし防護柵に衝突し、
運転者がシートベルトを着用していれば、本
文６ページ表５の速度別の運転者致死率から
は、たとえ速度が 100km/h を超えても致死率
が 7.1%であることから重軽傷で済んでいたか
もしれません。

事例 2　　防護柵が無かったため、走路外に逸脱し、崖から転落した事故

事例 3　　スピードを出しすぎて、電柱（信号柱、街路灯）へ車両側面から衝突した事故
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（１）分析のまとめ
● 工作物への衝突事故は、死者数が多く、致
死率も車両同士の正面衝突と同じぐらい高い
厳しい事故であることがわかりました。
● 工作物別の分析からは、防護柵への衝突で
は他の工作物と比べて運転者の致死率が低く、
車両の速度が上がっても致死率の増加の割合
が少ないことがわかりました。これは防護柵
が安全で円滑な交通の確保のために設置され
ている交通安全施設であり、乗員の安全性に
も配慮された施設であるからです。
● 車両の衝突部位毎の分析からは、車両の側
面が工作物に衝突した事故において運転者の
致死率が高いことがわかりました。特に致死
率の高い電柱については、その細長い形状に
よって車両がルーフ高さまで局所的に大きく
変形することが、致死率を高めている 1 つの
要因と考えられます。
● 事故の発生要因は、どの工作物でも 4 ～ 5
割は運転者の運転操作の誤りによって事故が
発生しています。同じ要因で走路を逸脱して
も、飛び出した先にどの工作物があるかに
よって、乗員の被害が決まってしまうことが
わかりました。

（２） 被 害 軽 減 に は
● 運転者の方は、工作物への衝突事故の厳し
さを理解して、安全運転に努めてください。
同じ速度や同じ過失で走路を逸脱しても、衝
突する工作物の種類によっては重大な事故と
なります。自動車を運転中は、走路を逸脱す
ることのない運転を心掛けてください。
● 道路設備については、防護柵によって乗員
の被害が軽減できるため、必要な箇所に防護
柵を設置することが有効と考えられます。
● 車両については、乗員の致死率が高い、工
作物に車両側面から衝突する事故への対策が
必要と考えられます。車体を強化することで
客室空間を保持し、乗員の頭部を保護するサ
イドカーテンエアバッグなどを装備すること
が有効と考えられます。
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